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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、急激な円高の進行や海外景気の減速が懸念され、また、個人消

費につきましても停滞が続いており、先行きは不透明な状況で推移いたしました。

また、呉服業界におきましても、環境は引き続き厳しい状況にあるものと考えられます。

このようななか、当社グループでは商品構成や広告施策を中心に改善を図り、受注高増加に向けた取り組みを強化

してまいりました。当社グループにおける各事業部門別の状況は次のとおりであります。

〔和装関連事業〕

「振袖」販売については、来店者数が 5 月以降回復しており、受注高は前年同期比 11.9％増となりました。また、

既存顧客を対象とした「一般呉服」等の受注高については、前年同期比4.0％減となりました。

以上により、和装関連事業の受注高は、前年同期比1.7％増の 3,223 百万円となりました。また売上高（出荷高）に

ついては、3.6％増の3,234百万円となりました。

利益面においては、粗利益率は前年同期と比べ 1.2 ポイント改善し 64.5％となりました。販売費及び一般管理費に

ついては、経費の削減を図りつつ売上高を増加させることができたため、対売上高比では 4.2 ポイント下回る比率と

なりました。この結果、和装関連事業の営業利益は179百万円となりました。

〔金融サービス事業〕

金融サービス事業については、前連結会計年度までの受注高減少の影響があるため、売上高は前年同期比 10.6％減

の136百万円、営業利益は10.6％減の97百万円となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の連結業績は、売上高は前年同期に比べ3.0％増の3,370百万円、営業利益は

144.2％増の277百万円、経常利益は114.3％増の305百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は138.6％増の202百

万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて 9.0％増加し、13,211 百万円となりました。これは、現金及び預金が 304

百万円、有価証券が702百万円それぞれ増加し、商品及び製品が134百万円減少したことなどによります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて 20.6％減少し、2,717 百万円となりました。これは、投資有価証券が 687

百万円減少したことなどによります。

この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べて2.5％増加し、15,928百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて 7.0％増加し、8,411 百万円となりました。これは、買掛金が 149 百万円、

未払法人税等が 70 百万円、販売促進引当金が 48 百万円それぞれ増加し、賞与引当金が 94 百万円、前受金が 67 百万

円それぞれ減少したことなどによります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて9.4％減少し、129百万円となりました。

この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて6.7％増加し、8,541百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて 1.9％減少し、7,387 百万円となりました。これは、利益剰余金が 156 百

万円減少したことなどによります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点におきましては、平成28年4月27日に発表した業績予想から変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報告

第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得する建物附属

設備に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響額はありません。

（４）追加情報

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）を当第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年4月1日 至 平成27年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年4月1日 至 平成28年6月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注) １ セグメント間取引消去によるものであります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備に係る減価

償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しております。

この変更がセグメント利益に与える影響額はありません。

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装関連事業 金融サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,121,694 152,455 3,274,139 ― 3,274,139

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 3,518 3,518 △3,518 ―

計 3,121,694 155,963 3,277,658 △3,518 3,274,139

セグメント利益 4,353 108,758 113,111 727 113,839

（単位：千円）

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結損益
計算書計上額

(注)２和装関連事業 金融サービス事業 計

売上高

外部顧客への売上高 3,234,526 136,292 3,370,818 ― 3,370,818

セグメント間の内部

売上高又は振替高
― 3,934 3,934 △3,934 ―

計 3,234,526 140,226 3,374,753 △3,934 3,370,818

セグメント利益 179,955 97,268 277,224 731 277,956
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